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令和２年度 （一社）犬山祭保存会常任理事会・理事会 第６回 議事録 

日時 令和３年１月２３日（土） １８：００～１９：５０ 

場所 IMASEN 犬山からくりミュージアム玉屋庄兵衛工房 ２F 

出席者 

（敬称略） 

【常任理事】会長（石田）、副会長（小林）、会計（下山）、財務委員会委員長（今井）、

祭礼準備委員長（水田）、伝統文化委員長（市橋）、伝統文化副委員長（長井）、てこ

委員長（浅野）、企画広報委員長（松田）、企画広報委員長代行（斉木）、企画広報副

委員長（柴田、林） 

【理事】枝町組理事（武藤）、魚屋町組理事（小川雅弘）、下本町組理事（柴田）、中

本町組理事（栗谷）、熊野町組理事（浅野）、本町組理事（兼松）、練野町組理事（長

岡）、鍛治屋町組理事（市橋義和）、名栗町組理事（森）、寺内町組理事（三輪）、余坂

組理事（大澤憲司）、外町組理事（伊藤尚宏）、内田町組理事（伊藤一則）、坂下大本

町理事（一色）、 

歴史まちづくり課主査（市野）、観光課（新原課長）、保存会事務員（竹村） 

議事 Ⅰ．報告事項 

Ⅱ．議題 

① 次年度犬山祭について ②会費について ③１６町内補助金について（歴史まち

づくり課より）④その他 

配布資料 １．「令和２年度 第６回常任理事会・理事会」 

２．令和２年度愛知県文化遺産保護功労者（表彰状） 

３．令和３年犬山祭について（祇園祭・足助祭の例、犬山祭実施に向けたコロナ感染

対策案、あいち山車まつり緊急支援金の申請に関する誓約書） 

４．定款変更（案）について➡次回、審議事項に変更。 

５．文化財防火デーについて 

議事内容 

Ⅰ．報告事項 

報告／検討内容 ・鍛治屋町は去年・一昨年と車山を解体して、去年３月組み立てる予定だったがコロ

ナの関係で中止となったため、今年の３月２０日・２１日に組み立てる予定であ

る。また、どんでん館に車山を入れている町内は、祭の開催状況によって配置の変

更が予想されるため、この事についても相談させていただきたい。 

・会長：１月 14 日に、あいち山車まつり日本一協議会から、愛知でユネスコ無形文

化遺産に登録された団体として犬山祭保存会が「令和２年度愛知県文化遺産保護

功労者」として表彰された。 

 このように表彰されるのは全国でも初めてのケースであり、誇らしい事である。今
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後、表彰に恥じないように祭を進化させて後世に伝えていく必要がある。 

決定事項 ― 

Ⅱ．議題 ②令和３年犬山祭の開催について 

縮小案…（提案） 

（1）日程の縮小     ４月４日、１日のみ。 

（2）各町内の祭に関する神事の実施。 

  ・理事及び役員のみにて針綱神社太鼓橋前にてお祓い神事を行う。 

  ※外で行いソーシャルディスタンスを保つ。（最小人数） 

  ・各町内より置き車山にてからくり奉納を行う。 

  （からくり奉納は町内から見た最大の神事である。） 

   からくりのお囃子は、車山の中が密にならぬよう、車山の外で行う。 

・原則、車山は曳かない。 

（3）見物人【観客】…（提案） 

  ・祭の神事に関する事前報道、宣伝などはしない。 

 

報告／検討内容 ・会長代行：今年の犬山祭を、感染対策に留意しつつどのような形で実施するかにつ

いてまとめた資料を作成したので、まず確認していただき、その上で各町内からの

意見を賜りたい。 

・専務理事：祇園祭が昨年内部的に出した資料と、具体的にどのような形で祭を実施

したのかについて問い合わせた際の回答を添付した。 

 一般的には令和２年祇園祭は中止されたと認識されているが、京都市民は開催し

たと理解している。それは、神事を３４の各町内できっちりと行ったからである。 

 これに倣って、神社から見た神事だけでなく、我々町内から見た神事をどのように

行うかという事を、コロナ対策班の方に議論していただいた資料を作成した。 

・会長代行：警察署と交通規制について協議した。警察としては、２月末までにはど

のように行うかの返答をいただきたいとの事なので、今後の理事会で方向性を決

める必要がある。理事の方のご意見を承りたい。 

・自町内は、車山蔵が神社の境内にあるのでいくらかは曳ける。親御さん方に会所場

の練習について聞いた所、参加したいとの事だった。お囃子は定期的に練習しない

と継続していかないので、それはやる方向で考えている。 

・専務理事：警察としては、交通規制をかけるには告知をする必要があり、そうする

と人が集まってしまうので、交通規制がかからない案を出していただきたいとの

事だった。 

・町内関係者に聞いたところ、祭は難しいのではという返答だった。もしやるのであ

れば、警護の募集をかけなければいけないので、早めに結論を出していただきた

い。 
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・現在のコロナ禍で町内会を開けていないため、町内のコンセンサスが取れていな

い。祭の縮小案には賛成である。 

・縮小案に納得している。町内にこれを持ち帰って検討して、判断を仰ぎたいと思

う。 

・現段階では祭への準備が整っていない。 

・町内会を開けておらず意見の集約ができていない。縮小案については通達ずみであ

る。 

・町内でコンセンサスが取れていない状況。どんでん館に車山があるため、どのよう

な形で行えるのか疑問である。 

・町内の事情に応じて、町内で考えたい。 

・縮小案で記載されている「町内神事」という言葉は犬山祭において聞いたことがな

い。勝手にこのような定義を出していいのか。あくまで針綱神社の中でやるのが神

事であると聞いた。町内で車山を曳く行為は「神賑わい」であり、町内神事という

概念は持ち込まない方が良い。 

→回答 ・会長：犬山祭が神事である事は文書には書かれていないが、犬山祭から

神事を取ったら祭ではなくなる。文字化できるものではない。そのように

了解しなければ話が進まない所がある。 

祇園祭をはじめとする日本中の曳山祭は、元来疫病退散のために始めら

れ、犬山祭もその流れを汲んでおり、コロナの問題とも深く関わってい

る。また、例えば地鎮祭も神事である。 

・専務理事：犬山祭は年度の始まりの開催であるから全国の祭関係者から

注目され、問い合わせも多く来ている。今年度は特例としてコロナ禍で集

客する事を避け、神事をしっかりやる祭にしたい。元々「からくり奉納」

と呼ばれているように、からくりを神事として解釈したらどうかという

提案である。 

・自町内の練り物は、「車山と車山の間を練っていく」という認識であるため、この

縮小案では練り物を出すことができない。 

→ 回答 ・専務理事：練り物に関しても、代表者が 1 人でも出ればそれで良い。

練り物を披露する場所が無いので、幟のみにするという案もあるので

はないか。 

・犬山祭をやるかどうかの告知、報道機関への回答はどうするのか。 

→回答 専務理事：告知は原則行わない。報道機関に対しては「神事は行う、ただ

し告知はしないで下さい」という形で回答する。 

・縮小案を町内に持ち帰って検討したい。町内にも色々と事情があるので、そこの所

を汲んでいただきたい。 

 →回答 会長代行：町内に持ち帰っていただき、前向きな方向で検討していただき

たい。 
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・どのように祭を行うかについては、基本的に町内で判断する事なのか？ 

→回答 会長：保存会として議論して意思統一しなければならない事である。保存

会が結成されたのは、もはや祭の実施が一町内単位では困難であるとい

う状況を鑑みての事である。そのため、町内としての判断を優先するとい

う方向から転換して、保存会全体として考えるという流れを作りたい。理

事の方には、保存会の立場を町内に理解してもらう役割を担ってほしい。 

    専務理事：提示した縮小案に賛同した町内だけで行う選択肢も議論して

いただきたい。 

・会長代行：各町内でいろいろな事情がおありと思うが、道路整備を伴わなくてすむ

ような必要最低限の形で、１３町内にはやっていただきたい。縮小案に則り、から

くり奉納は各１３町内で行い、道路に車山を出す町内は警察と相談する、という方

向性で行きたい。 

・企画広報委員副委員長：コロナ対策案としてのガイドラインを作成した。昨年に続

いて二年間祭が行われないというのは、特にお囃子方等の子供にとって大きな影

響を与えると思われる。コロナ禍において、縮小案という形としても、安全に祭を

行う事の出来る体制を作るため、こういったガイドラインを整える事は重要であ

ると思う。 

今後の事を考えると、コロナはこの１年では終息しないと思われるため、長期的な

視野を見据えた上で、会合を開いて検討をしていく予定である。各ご町内からの意

見も拝聴した上で対策案を練り上げたい。 

・専務理事：車山は原則動かさないという事だが、どんでん館のように館内に車山が

ある町内はどのように対応するかについても検討する必要があるのではないか。 

 回答→ 企画広報委員副委員長：どんでん館の敷地内までしか動かす事はできな

いし、そうなると４輌全てを出す事は難しいので、どのように配置をする

のか協議する必要がある。 

・町内として車山を組んでやってきたという認識があるので、道路の交通規制を警察 

に申請する際に、保存会名義で行うのはおかしいのではないか。 

回答→会長：道路を警察が交通規制するのは、行政の裏付けが必要であり、原則的

に保存会が申請をしなければ許可されない。犬山祭の歴史と公的な

役割を警察が認識しているからこそ許可が下りる。一町内では不可

能である。 

専務理事：数年前に出した交通規制の際にも、警察から、町内で勝手に申請

をしないで欲しいと言われた。すべて保存会で申請を出している。 

・からくり奉納以外について、例えば夜車山や子供のお囃子などをどうするかは町内

で考えれば良いのか。また練り物はどうするのか。 

→回答 会長代行：祭の縮小案として、これから皆さんで話をしていただき、企画 

案を練っていく所である。車山の運行はやらない。夜車山に関しては皆さ 
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んで検討していただきたい。 

専務理事：練り物については、幟を立てる事で祭を行ったという形をとれ 

ばどうか。そういった事も皆さんで話し合っていただく必要がある。 

・いつまでに全体の方向性を決めるのか。 

 →回答 専務理事：２月２０日に一つの各町内の結論をいただき、警察の認可が必 

要ない案で３月の初旬に最終決定する形となる。 

     会長：２月初旬に緊急事態宣言が一度終了するので、その時に各自治体が 

どのように対応するのかという事も確認しつつ、2 月末から３月初旬ごろ 

に最終決定する形となる。 

・子供達の道行のお囃子をやれる場面がどこかで欲しい。 

→回答 会長代行：そういったご意見も取り入れて、どのような時間で行うのかと

いったタイムスケジュールを組んだ企画案を最終的には作り、検討させ

ていただく。 

・聖火リレーについてはどのように対応するのか。 

 →回答 専務理事：文化・スポーツ課の話では前年の案から縮小する形で検討を進

めているが、まだ曖昧な状態であるとの事である。 

・町内会において、祭を縮小案でやるといった内部の話をどこまでして良いのか。告

知はしないとの事だが、町内で話合う事によって情報が外に広がってしまうので

は。 

 →回答 専務理事：ここで話している範囲は問題ない。 

・縮小案という前提が話が進んでいるが、祭を止める・延期するという選択肢も考慮

しなくてよいのか。からくり町巡りの事も併せて考えれば良いのでは。 

 →回答 会長：止めるという考え方は一番簡単だが、祭をする上での努力や義務感

といったものと矛盾する。我々は社会的な存在であるので、社会とどう折

り合いをつけて困難を乗り越えていくかを考えなければならない。 

     専務理事：10 月のからくり町巡りは町巡りとして考え、今は 4 月の祭に 

ついて考えていただきたい。 

・縮小案等、総合的にどのような形で祭を行うのかについて、保存会として最終的な

決議を取るのか。 

→回答 専務理事：２月までに案を出して、決議を取るのかも含めた議論をする。 

    会長：縮小する場合には祭の形式も変わってくるので、それも含めて議論 

をする。 

会長代行：町内によってそれぞれ事情が異なり、保存会のみで一方邸に決 

議を取ると強制力が出てしまうため、柔軟に対応していく必要がある。 

・提灯の芳名披露を針綱神社前でできないか。  

 →回答 専務理事：今回の 4 月の祭は一切広報しないので、芳名披露も行わない

予定である。例外として提灯の芳名披露は協賛金委員会で検討してくだ
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Ⅱ．議題 ②会費について 

 ・会長継続審議代行：資料に関して、もっとしっかりしたものを役員で練り直すの

で、後日改めて検討させていただくという形でお願いしたい。 

決定事項 継続審議 

Ⅱ．議題 ③１６町内補助金について（歴史まちづくり課より） 

報告／検討内容 ・会長代行：１６町内補助金について、歴史まちづくり課よりご説明いただく。 

・歴史まちづくり課：今年度の１３町内４５万、３町内５万の補助金について、今年

度は犬山祭・からくり町巡りが開催できなかった事を受け、犬山市としての結論を

方向させていただく。 

必要経費や次年度の祭の準備費の交付について、提灯や蝋燭など、既に発注済みの

ものに関しては領収書を出していただければ対象となる。次の祭について必要な

ものや、コロナ対策の経費も対象となる。 

 ただし、緊急を要しない修繕や、衣装・楽器類の購入、必要最低限の範疇を越えた

消耗品の発注といった支出は控えていただきたい。コロナ対策を含め、どうしても

必要不可欠であったと説明できる支出について申請をしていただきたい。そのた

め、町内によって補助金の額が変わってくる事もありうる。 

 町内からの個別相談にも対応させていただく。 

 令和２年度の補助金申請は、３月３１日までの支出が対象となるので、３月末まで

に提出していただきたい。 

・こういった方針は今後も継続されるのか。 

→回答 歴史まちづくり課：通常に祭が開催される状況においては、このようなお願

いを続けるつもりはない。コロナ禍の現状は特例である。 

・衣装などはもう発注してしまっているが、そういった事は相談させていただきた 

い。また、令和２年度分の４５万の補助金をまだいただいていないが、それはどう 

なっているのか。 

→回答 ・会計：通常の保存会の補助金は、年度初めの４月初旬までに支出の申請を

して、年度分の補助金を前借りする形でいただいている。 

    今年は特例で、令和２年度の補助金に関する支出の申請を、令和３年の３月

末までに出していただき、そこで２年度分の補助金を受け取るという形に

なる。 

    また、昨年二月に各町内から必要な草鞋の数を確認して、保存会が購入した

さい。 

           

決定事項 継続審議 
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ものが南館にて保管してある。準備費用として助成対象になるので、3 月 31

日までに、去年 2 月に発注した分を町内として購入して、今年度の領収書

として入れておいていただきたい。 

・観光課：今回の祭については議論を深めながら協議していくが、市としてもあくま

で祭をやるという方向性で予算の準備は整っている。警察、行政、保存会と

連携して情報を共有しながら進めていきたいと思っているので、ご協力の

ほどをお願いしたい。 

決定事項 各町内は３月３１日までに令和２年度補助金の支出報告を歴史まちづくり課に 

提出する。 

懸案事項／その他補足 

・専務理事：１月２６日は文化財防火デーとなる。文化財自主防火点検表を資料に添付したが、これは

一つの指針であり提出の必要はない。 

各町内の車山蔵前のゴミ集積場について、放火の恐れがあるため可燃物は外に出しておかずに中に

入れておくようにお願いしたい。 

 

次回日時 令和３年２月２０日 

次回場所 IMASEN 犬山からくりミュージアム玉屋庄兵衛工房 ２F  

 

 

記録日 R3.1.26 

記録者 竹村 

 

署名 

 

 

 

     

 

 

     


